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RFL大阪in貝塚のチラシ
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　がん征圧月間の９月、各地で様々な催しが繰り広げられます。がん患者を支援するチャリティーイベントとし
て日本対がん協会が主催するリレー・フォー・ライフ（RFL）は今年、全国の 36 カ所で予定されていますが、
そのうち関西では４カ所でいずれも９月中に開催されます。
　大阪府では初開催の「RFL 大阪 in 貝塚」は９月 22、23 の両日、二色の
浜公園・球技広場で開かれます。主催する RFL 大阪実行委員会（増田悦子
委員長）は昨年 12 月に結成、毎月実行委を開いて準備を進めてきました。
夜をまたいでのリレーウオークや、メッセージ袋にキャンドルを入れ、が
んで亡くなった人をしのぶルミナリエ、専門医をまじえたトーク、音楽イ
ベントなど盛りだくさんな内容です。実行委では当日参加のほか、寄付や
協賛金を募っています。問い合わせは増田さん（090 － 1895 － 9349）へ。

　がん征圧全国大会（９月 14 日）　香川県高松市
で開かれます。大会テーマは「いのち育む瀬戸内か
ら」。日本対がん協会ほほえみ大使のアグネス・チ
ャンさんが記念講演します。なお今年のがん征圧ス
ローガンは「がんで泣くより　笑って予防」。

　ピアサポートシンポジウム（９月 30 日）　東京
と大阪の２会場を映像と音声で結んで開かれます。
昨年に続き２回目で大阪会場は府立成人病センター
講堂です。定員 120 人で無料。がんを経験した方が

がん患者さんや家族の方の相談に応じる「ピアサポ
ート」のあり方を考えます。申し込みは日本対がん
協会へファクス（03 － 5456 － 1194）で。

　がん予防キャンペーン 2012（10 月６日）　「知
って、納得。乳がんのこと」と題して大阪市中央区
の朝日生命ホールで開かれます。専門医や乳がん体
験者による講演とシンポジウム。定員 350 人で無料。
申し込みは大阪がん循環器病予防センター調査室へ
ファクス（06 － 6969 － 0676）で。

リレー・フォー・ライフ　大阪で初開催へリレー・フォー・ライフ　大阪で初開催へ

RFL 芦屋　９月８・９日／兵庫県芦屋市・川西運動場

RFL 京都　９月 15・16 日／京都市・梅小路公園

RFL 但馬　９月 16・17 日／兵庫県豊岡市・県立但馬ドーム

RFL 大阪 in 貝塚　９月 22・23 日／大阪府貝塚市・府営二色の浜公園

2012年、関西で開かれるRFL

◆９月はがん征圧月間◆９月はがん征圧月間
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☆ リボンの騎士ナイト2012　（主催：ロンマリ・プロジェクト、大阪対がん協会）
　「リボンの騎士ナイト2012 ～貴方をがんから守りたい～」が７月８日、大阪市北区のエルセラーンホールで開

かれ、約220人が来場しました。今年はお笑いライブとがんに関するトー
クの組み合わせ。第一部では人気タレント４組（スマイル、銀シャリ、月
亭八光、矢野・兵動＝写真左）が会場を笑いの渦に巻き込みました。第二
部のトーク
ショーには、
専門医の澤
田鉄二先生

（大阪掖済会病院）と高島勉先生（大阪市立大学
大学院）、がんの手術を経験した尾上万里子さん
と稲谷佳子さんが出演し、告知から手術、治療の
体験をもとに語り合いました＝写真右。第三部では恒例のお楽しみ抽選会がありました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

☆ セミナー「検診でがんに喝！」　（主催：大阪対がん協会、共催：大阪府看護協会）
　看護週間中の５月12日、セミナー「検診でがんに喝！」が
大阪市天王寺の大阪府看護協会・桃谷センターで開かれました。
看護師や看護学生、一般の方に広く参加を呼びかけ、会場の
研修室（約120席）は満席となりました。
　いずれも乳がんの手術を経験した石神昌枝さん（島田病院
看護部長）と星田朋子さん（辻本病院看護部長）が講演。が
ん検診受診の大切さなどを訴えました。質疑応答では、乳が
ん看護認定看護師の渋谷和代さん（大阪府立成人病センター）
が回答者に加わり、会場からの質問に答えました＝写真。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

☆ 生命の駅伝　（主催：EKIDEN for LIFE実行委員会、後援：大阪対がん協会）
　　がん研究支援イベントの「第18回生命の駅伝」が５月12日から20日まで大阪と愛知、三重両県で開かれまし
た。大阪では最終日の20日午前、大阪城公園内でラン
＆ウオークがあり、約50人が参加しました＝写真。大
阪対がん協会は2011年から同イベントに協力しており、
参加や募金を呼びかけました。
　生命の駅伝は、がん研究補助の資金を募るために「希
望のマラソン」を始めたカナダの義足マラソンランナ
ー、テリー・フォックスの遺志を引き継ぐ形で三重県
の「EKIDEN for LIFE実行委員会」が主催しています。今年集まった募金から52万円が大阪対がん協会に寄付
されました。
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　☆収支は４年ぶり黒字　2011 年度決算では、収
入にあたる経常収益が 1862 万円、支出にあたる経
常費用が 1674 万円で、収支は 188 万円の黒字とな
りました。予算（収支とも 1615 万円）と比較して
収支とも超過しましたが、４年ぶりに収入が支出を
上回りました。

会　長（理事）
堀　　正二　（大阪府立成人病センター総長）

副会長（理事）
塩﨑　　均　（近畿大学学長）

専務理事
藤崎　昌彦

常任理事
北村　幸彦　（塩野義製薬顧問、大阪大学名誉教授）

多田　恭之　（関西経済連合会理事）

豊田百合子　（大阪保健福祉専門学校副学校長、
大阪府看護協会顧問）

理　事
石川　　治　（大阪府立成人病センター病院長）

上西　洋二　（阪喉会理事長、日本喉摘者団体連合会
副会長）

津熊　秀明　（大阪府立成人病センター
がん予防情報センター長）

辻　恵美子　（がん患者サポートの会ぎんなん代表、
がん患者団体支援機構理事）

監　事
野崎　篤彦　（日本生命済生会理事長）

平安　宏充　（税理士・公認会計士）

　☆公益移行申請書を承認　協会は８月３日、理
事会・評議員会を開き、公益財団法人移行に向けた
認定申請書案をはじめ、定款変更案や関係規則案を
承認しました。８月末までに認定申請書を大阪府に
提出する方針で、2013 年度当初からの公益財団法人
移行をめざしています。

評議員
青山　ヒフミ　（大阪府立大学看護学部教授）

石崎　勝義　（元大阪対がん協会専務理事）

大谷　周造　（明石二見特別養護老人ホームラガール施設長、
大阪市立大学名誉教授）

奥野　清隆　（近畿大学医学部外科学主任教授）

小倉　　剛　（結核予防会大阪府支部顧問）

加藤　菊也　（大阪府立成人病センター研究所長）

木下　博明　（矢木脳神経外科病院名誉院長、
大阪市立大学名誉教授）

髙杉　　豊　（大阪府保健医療財団理事長）

谷川　允彦　（谷川記念病院理事長・院長、
大阪医科大学名誉教授）

遠山　正彌　（大阪府立病院機構理事長、
大阪大学名誉教授）

中尾　正俊　（大阪府医師会理事）

濱本　満紀　（特定非営利活動法人がんと共に生きる会
副理事長・事務局長）

福原　　毅　（大阪府病院協会副会長、
生長会会長、悠人会会長）

間吾　　弘　（大阪医薬品協会事務局長代理）

　大阪対がん協会は５月 21 日、理事会・評議員会を開き、2011 年度の決算案と事業報
告案、さらに任期満了に伴う理事、監事の改選案を原案通り承認しました。
役員改選では理事は 13 人のうち３人が退任し、10 人が留任しました。新しい会長には
互選により堀正二理事＝写真＝が選ばれました。副会長には塩﨑均理事が選ばれました。
いずれも 25 日付で就任しました。
　退任したうち今岡真義会長と小山博記常任理事、および参与の豊島久真男元会長の３
人は名誉会長に就任しました。松本圭史副会長は顧問に就任しました。倉持治夫監事が
退任し、代わって平安宏充・公認会計士が監事に選ばれました。
　評議員や顧問、参与についても任期や委嘱期間の満了に伴い、新メンバーの選出について同意されました。評
議員は 15 人のうち大島明評議員が退任し、14 人が留任しました。
　新しい理事、監事、評議員は以下の方々。

堀 正二  新会長を選出役員改選
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申し込みは10月12日(金)まで

大阪府医師会保健医療センター  　電話　06-6768-1450
受付時間：月曜日～金曜日（祝日を除く）10時～12時　13時～16時

　　　　※「大阪対がん協会のがん検診希望」と言ってお申し込みください。
　　　　　  後日、ご自宅に受診票をお届けいたします。

□ 検診機関　大阪府医師会保健医療センター
〒 543-0011　大阪市天王寺区清水谷町 19 番 14 号　

□ 検診期間　10月１日（月）から11月30日（金）まで
□ 申込期間　９月３日（月）から10月12日（金）まで
□ 検診項目　（料金は、いずれも消費税等を含みます。）

胃　部 Ｘ線直接撮影（7,500 円）
◎午前に受診の方　前夜の夕食は午後 9 時頃までに摂り、就寝までお茶等は摂れます。
　検査当日の朝は絶飲食（禁煙）が原則ですが、喉が渇く場合は、午前 7 時頃まで
　コップ半分程度のお水は摂れます。
◎午後に受診の方　当日の朝は午前 8 時頃までに食パンとレモンティー（砂糖抜き）
　程度を摂ってください。それ以降は絶飲食（禁煙）です。

肺　部 Ｘ線直接撮影（1,900 円）喀痰細胞診（2,800 円）　
　　　 胸部ヘリカルＣＴ（8,400 円）

乳　腺 視触診（2,500 円）

　　　 視触診＋乳腺超音波　　　　　　（39歳以下）（5,000 円）
　　　 視触診＋マンモグラフィ２方向　（40歳代）　 （6,000 円）
　　　 視触診＋マンモグラフィ１方向　（50歳以上）（5,000 円）

乳がん検診関連学会の基準により、年齢に応じ、超音波（エコー）又はマンモグラフィを
お勧めいたします。

子　宮 子宮がんを主とする細胞診
頸部（3,500 円）　頸部＋体部（7,000 円）

大　腸 免疫学的便潜血反応（1,500 円）
お申し込み受付後に送付する検便キットを、採便後、当センターまでご持参いただく形
式となります。

 ◎人間ドックのお勧め
　各種のがん検診を始め、生活習慣病検診をセットにした人間ドックを実施しております。午前中
の半日ドックＡコース・半日ドックＢコース、レディースコース（１日）などで、対がん協会の会員の
皆様には、割引料金にて受診いただけます。詳細は、当センターにお問い合わせください。

検診の申し込みは　電話で

秋のがん検診  10月〜11月に実施秋のがん検診  10月〜11月に実施


